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人 口 調 べ
( 昭和47年11月1 日現在)

世 帯　190, 446
男　305, 353
女　294, 614
計　599, 967
( 前月より552人増)

1
2月
1
0日
は
投
票
日
で
す

衆
議
院
議
員
選
挙
と

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

今回行なわれ
る選挙は、戦後十二回目の総選挙です。前回と同
様

十
二
月
選
挙
で
す
が
、
一
九
七
〇
年
代
の
わ
が
国
の
展
望
と
進
路
に
直
接
結
び

つ
い
た
重
要
な
選
挙
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

衆
鵬
院
鵬
員
選
挙
は
、
私
た
ち
の
意

思
を
直
接
国
の
政
治
に
反
映
さ
せ
る
貴

重
な
機
会
で
す
か
ら
、
有
栂
者
の
み
な

さ
ん
が
一
人
ひ
と
り
こ
の
こ
と
を
十
分

に
認
識
し
、
自
分
の
一
票
を
大
切
に
行

便
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま

す
。
ま
た
、
総
選
挙
と
あ
わ
せ
て
最
高

載
判
所
載
判
官
国
民
審
査
も
行
な
わ
れ

ま
す
。

国
政
を
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
立
派

な
代
表
者
を
選
ぶ
た
め
に
、
棄
権
す
る

こ
と
な
く
、
よ
く
考
え
て
み
ん
な
投
S

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

■投票できる資格

▽
足
立
区
で
投
票
で
き
る
方

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
一
日
ま
　

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
昭
和
四
十
七
　

年
(
月
十
九
日
現
在
足
立
区
に
居
住
　

し
、
引
き
続
き
住
民
基
奎
口
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方

な
お
、
今
回
の
選
挙
は
、
国
会
一

員
の
選
挙
で
す
か
ら
、
区
外
に
転
出

さ
れ
た
方
で
も
投
票
当
日
に
足
立
区

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ぱ
当
区
で
投
票
で
き
ま
す

▽
足
立
区
外
で
投
裏
で
煮
叉
芳

昭
和
四
十
七
年
(
月
二
十
日
以
後
　

足
立
区
に
転
入
さ
れ
た
方
で
も
、
前

住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
、
そ
こ
で
投
票
で
き
ま
す

■
不
在
者
投
票

▽投票日に次の理由等で投票で
き

ない方は、不
在者投票をするこ

とができます

①
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外
に
お
い
て
仕
事
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
投
票

所に行けない方

②
出
産
や
病
気
で
入
院
す
る
た
め
、
投
票
所
に
行
け
な
い
方

こ
の
よ
う
な
方
は
、
投
票
所
入
場
整
理
券
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

区
選
挙
管
理
委
員
会
(
区
役
所
本
庁
舎
三
階
)
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

●
衆
議
院
議
員
選
挙
、
・
・
十
一
月
二
十

日から十二月九日まで

●
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
毒
査
・
・
・

十一
月三十日
から十二
月九日

まで時間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
(
時
三

十分から午後五時まで

■投票日時

▽
十
二
月
十
日
(
日
)
午
前
七
時
か
ら

午後六時まで

■
投票所はよく
確かめて

▽
区
内
に
六
十
三
か
所
の
投
羈
所
'を
股

け
ま
す
が
、
あ
な
た
の
投
票
所
は
、

郵
送
し
た
投
票
所
入
楊
盤
理
券
に
印

別
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
お
碕

か
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
か
ら
遇
挙
事
務
に
一
子

計
算
機
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

投
票
所
入
場
整
理
券
の
宛
名
等
が
カ
タ

カ
ナ
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
投
票
区
域
が
一
都
変
更
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
下
記
投
票
区
一

覧
表
で
確
認
を
し
、
お
ま
ち
が
い
の
な

い
よ
う
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

退
任
の

ご
あ
い
さ
つ

岡
崎
十止雄

区
民
の
皆
様
に
は
日
々
ご
発
展
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
十
一
月
二
十
五
日
を
も
ち

ま
し
て
任
期
満
了
に
よ
り
、
足
立
区
長
の
職
を

遅
任
い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
大
正
十
二
年
南
足
立
郡
千

住
町
に
瑯
駟
以
皋
今
日

に
至
る
ま
で
地
方
公
務

員
と
し
て
甘
様
の
ご
厚

胆
に
浴
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

と
り
わ
け
昭
和
三
十

五
年
十
一
月
、
足
立
区

最
に
就
任
以
来
十
二
年

間
世
相
の
変
移
ま
こ
と

に
慌
し
い
時
代
に
あ
っ

て
区
政
を
推
進
し
、
今

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
こ
れ
偏
え
に
区
民
臂
様
の
ご
理
解
、

ご
支
援
の
鵤
も
の
と
衷
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

そ
の
間
微
力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
私
な
り

に
山
積
す
る
問
包
の
解
決
に
当
り
、
已
に
輹
う

っ
て
努
力
し
て
ま
い
っ
た
所
存
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
期
待
を
思
う
と
き
、
ど
れ
ほ
ど

お
応
え
で
き
た
か
と
三
省
し
て
い
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

こ
こ
に
最
年
に
蓖
る
ご
厚
情
に
対
し
厚
く
勿

礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
区
政
の

発
展
と
、
区
民
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
膺
褌
を
祈

念
し
、
ご
換
拶
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日

■区長退任後は、長谷川久男助
役が区
長

の
職務を代理して
おります。

投票区域一覧表

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎886- 3165　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7101　 西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

―
大
掃
除
の
コ
ツ―

さわやかなお正月を
迎えるために

こ
とし
もあとわずか、そろそ

ろ新しい年を迎凡る準備の
時期

です。卒めに掃鰍などを行ない

さコ
ぱりして
お正月を迎えたい

もので
す。そこで
今回は、大帰

陣のポイントを二
ご】
i介して

みました。

◇窓
ガラス◇

(
タ
キ
や
古
い
布
で
漑
面
の
は
こ
り
を
落
と
し
て
か
ら
、
雑
巾
に
四
十

戻
(
C
)
位
の
お
讌
を
た
。
ぷ
り
つ
け
て
、
蓆
・
ほ
こ
り
な
ど
洗
い
I
し

ま
す
。
こ
の
あ
と
か
わ
い
た
き
れ
い
な
布
で
か
ら
ぶ
き
す
る
わ
け
で
す

が
、
こ
の
と
隶
糸
く
ず
が
で
き
李
す
い
布
(
木
綿
・
タ
オ
ル
な
ど
)
を
儕

うと、糸くずがガラ
スにつ
きま

すので注憲して
ください
。

ま
た
、
石
柚
ス
ト
ー
ブ
の
す
す
・
た
ば
こ
の
ヤ
予
調
理
の
柚
孥
自
勵

車
の
紳
気
ガ
ス
・
工
場
の
煙
な
ど
で
ガ
ラ
ス
が
よ
ご
れ
て
い
る
と
き
は
、

水とアルコ
ールを半々
に入れ
、

その
申に掃除用の
吹剤を蓆ぜた

もので
洗
うと
きれいに
なりま

す
。この
とき注憲しなければな

らないこ
とは
、なるべく囀めの

陂
を使う
ことで
す
。陂
が
渙い

と
、からぷきするとき力をよけ

い
使わないときれい
に仕上から

ない
からで
す
。ところで
、

ラス
をふつ
うのせ
。けん濮で
洗

うと
、せっ
けんがガラスに忖一

して
、空気と日光で
酸化
され
、

黄色い
くもりとなること
があり

ます
。

◇
障
子
・
ふ
す
ま
の
は
り
方
◇

用
意
す
る
も
の
1
障
子
紙
・
ふ
す
ま
紙
・
の
り
・
カ
ミ
ソ
リ
・
も
の
さ

し
・
(
ケ
(
二
本
)
・
水

・
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
。

陣子紙を一
段分の
さんの
長さ

に合わせて切って
おき
ます
。障

子をたて
かけ
、さんに
矚くのり

をつけ
。
7の段から峨を
左角に

当てて
はっていきます
。はり終

りたら
、かたくしぼっ
た水
バケ

で
全
体
を
な
で
、
紙
に
(
リ
を
持
た
せ
ま
す
。

ふすまは
、回りのワ
クと把手

の
金具をドラ
イバーなどで
静か

に
は
ず
し
ま
す
。
は
ず
し
た
ら
周
囲
の
幗
一
二
り
に
隲
か
た
い
の
り
を
(

ケで
たたくように
、そのほかは

ごく爾いのりで
なでつけ
る程度

につけ
るのがコ
ツで
す
。ふすま

の破れは
、下
ばりをしたうえ
、

上
段からはって
い气
はり終っ

たら
、陣子と崗様
、水バケで
全

休
奢なで
、もなどおりにワクと

金具をつ
けます
。

◇
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
手
入
れ
◇

カーペ
ヤトの
ど
5して
もとれ

ない小
さなゴーは
、たりし
を便

りて
、よごれた都分をこ
すれ
ば

きれいになります
。また
、長く

便うていて
よごれた鳩合は
、じ

ゅうたん帛
洗剤か
、ふつうの中

性洗剤をよく泡立て
纛面のよご

れをふきとり
、さらにかたくし

ぼっ
た雑巾でてい
ねいに水ぶき

して
おきます
。ここで注意し
な

ければならないことは
、
た

あど
、縮まらないようにビー
ン

とは
l、すぐかわかすことです。

な气
水にぬれると色
があせ
る

もとに
なりますから、なるぺく

水をこ
ぼさないように注憲して

ください。

足
立
の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
1
7
)

―
掃
部
宿
そ
の
七―

勝
山
準
四
郎

楴
懿
復
は
川
魚
問
皿
と
竝
ん
で
穀
物
(
玄
米
)
間
皿
が
多
か
っ
た
。
宿
の
中
程
東
側
(
現
千
住
保

健
所
付
近
)
に
店
を
構
え
た
権
鳥
屋
忠
右
ヱ
門
)
魂

山
家
)
も
そ
の
一
軒
で
あ
る
。
天
優
き
き
ん
に
義

損金百両を役所
に差出し
たこ
とが、富城町

下川家
蔵の『
ききん晰聞番類集』
に記
録さ

れている。

ま
た
、
そ
れ
よ
り
す
こ
し
前
間
家
を
肋
れ
た
釈
敬
襴
は
そ
の
著
『
十
方
庵
遊
歴
雑
記
』
に
そ
の
庭
一
'

の
素
晴
ら
し
さ
を
次
の
よ
・
つ
に
述
べ
て
い
る
「
武
州
足
立
郡
千
住
捕
都
宿
徳
鳥
麗
忠
右
ヱ
門
と
い
ふ

は、
穀閧一
にして往還をまたがり両側に地

面を所持し
土地に名だたる者也。…
…中略

……居屋敷閥口二十間奥行
九十五軒庭三つ

あり…
…下
略
」と一
き出し
、三様に
集いた

林泉の眺めを述
べてい
る
。この徳鳥麗
さん

も今は無い
。ご子孫は府中の方にお住いと

聞いて
いる
。

ま
た
、
徳
鳥
皿
か
ら
北
に
三
軒
程
離
れ
て
穀
麗
甚
兵
衛
(
構
本
家
)
、
さ
ら
に
十
軒
極
北
に
薬
量
　
(

わ
ら
や
)
兵
左
衛
門
(
橋
本
衣
)
の
店
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
問
じ
よ
う
に
繁
昌
し
た
店
で
あ
る
。

な
ぜ
か
楴
絲
榠
に
は
こ
の
頃
、
構
本
姓
が
多
か
っ
た
。
永
川
神
社
の
寛
政
十
一
年
(
一
七
九
九
)
寄

進の手
洗石に刈まれた太々
講中四十名中十

一
名まで
が橋本を名乖
。てい
る
。甚兵衛も

兵左衛門
もその一
家である
。昭和
初頭
、こ

の般蔵と同音「古久屋
」がデパートとして

お目見
えし
、洋風二
階建の
難物と
商品券ま

で発行した最新の
営
業
振りをなさっ
たの

は
、この
ご子
孫で
あっ
た
。しかし
。その商

法がまだ千住の地になじまなかっ
たのか敵

年にして
M店したこ
とは
、ご配偉の方も多

いととと思われる
。

さ
て
檄
の
町
並
百
(
十
三
関
を
北
に
通
り
通
き

ると旧熊谷堤につ
き当る
。その堤遭の東側

に一
里塚
、西側には高札揚
があった
。一
里

黶はもともと
、街道筋の両側に築かれるも

ので
あるが
、千住の
場合は町なかの
ため片

側だけで
あっ
た
。

それで
も古図によると
定法通り土
を盛り

上
げ榎が檣えられて
おり
。『是より日本橋

に二
里「
丁
」の遭標が立って
いた
。また
、

この塚を背に髪結床の
仮店かあっ
たことも

記されてい
る
。旅人や人足相手のよし
ず張

りの店で
あろうが
、佝か芝居の
書割りを思

わせる景で
ある
。この
家と向い
合って
いた

のが高札
楊で
ある
。

こ
れは
今で言う公
設掲示板で
、各種禁制

の通達や
匍触一
、時には人相一
まで掲示す

るところである
。記鑠によると「尾州桧材

で
高さ二関幅三間奥行一
間半誠に見事なる

ものにて
、傍に大師遭と一
きたる立石
あり
」

(
山
崎
家
覚
書
)
と
あ
り
、
人
目
を
引
く
は
ず
で
あ

っ
た
。ここ
に掲けられた最後の
高札と伝
わ

るものが
、今千
住仲町鈴木家に所蔵されて

い
る
。桧材二
枚つなきの五尺に及ぶ大札で

ある
。維新争乱の
際民心の
安定を期し
た布

告で「慶応四年辱五月大総督府参謀
」と署し

た今なお墨痕鮮やか
なもので
ある
。千住宿

のい
ぶき
を伝える貴重な資科で
あろう
。さ

てこの辺ですこし脚
を早め本襦ヘ
ーき
た

い
。
(
こ
の
項
お
わ
り
、
次
眈
千
佳
一
丁
目
か
い
わ
い
)

千住宿最後の「高札」

「環境づくり区民大会
」

開
催
さ
る

昭
和
四
十
七
年
度
足
立
区
環
境
づ
く
り
区
民
大
会
は
、
去
る
十
}
月
九
日
に

延
立区産業振興館で
、区民
約五百

名の
参加を得て開催されました
。

こ
の
大
会
は
、
斬
生
活
運
動
・
交
通
安
全
還
助
な
ど
の
卮
動
を
違
じ
、
私
た

ち
の
足
立
区
を
自
分
た
ち
の
手
で
、
住
み
よ
い
町
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
今
年
度
の
主
テ
ー
マ
は
「
ゴ
ミ
対
!
と
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ー
ン
も
、
飯
周
文
子
氏
の
司
龠
に
よ
リ

清
娉
協
力
会
・
区
商
連
・
洌
費
者
友
の
会
・
清
掃
事
務
所
な
ど
、
各
々
の
立
場

での
対策を中心に
盾発な意見の
交

換が行
なわれまし
た。

交
通
安
全
を
願
う
作
文
朗
読
(
池
尻
康
生
君
-
保
木
M
小
二
年
・
横
倉
幸
枝

さ
ん
I
綾
瀬
小
六
年
)
も
、
自
分
た
ち
の
回
り
で
の
事
件
を
純
な
心
で
轆
察
を

つ
づり、
参加者に深い感銘を残し

ました。
こ
うして
'『足立区民は
、互いに

手
を携え、関係機関と
う泙にな
'

で
、明るく住みよい足立区
づくり、

交通事故の
ない足立区
づくりに励

む』こ
とを舜い、一
日
がかりのこ

の大会の
幕を閉じました
。

な
气
各
運
助
に
功
績
の
あ
っ
た
方
・
団
体
の
彎
彰
式
`
y
行
な
わ
れ
、
次
の
方

がたが受彰されました
。

▽
新
生
活
運
動
実
践
団
体
(
千
住
本
町

五
町
会
連
絡
会
ほ
か
三
十
一
団
体
)

▽
新
生
盾
運
動
地
区
優
良
推
進
員
(
`

村
輝
男
さ
ん
ほ
か
五
十
九
名
)

▽
生
活
学
校
優
良
メ
ン
バ
ー
(
是
枝
つ

き
さ
ん
ほ
か
二
十
一
名
)

▽
交
通
安
全
功
労
団
体
(
日
本
皮
革
株

式
会
社
ほ
か
三
十
団
体
)

▽
交
通
安
全
功
労
者
(
時
田
光
夫
さ
ん

ほ
か
六
十
二
名
)

▽
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
(
栗
原
町

第
一
都
住
自
治
会
・
西
新
井
第
ミ
団

地
自
治
会
・
千
寿
第
四
小
学
校
ほ
か

三
十
七
地
区
・
十
六
校
)

▽
交
通
安
全
図
画
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
(
図
画
ポ
ス
タ
ー
の
部
―

多
田
修
一
郎
君
ほ
か
七
十
一
名
・
作

文
の
部
―
田
中
義
仁
君
ほ
か
十
二

名
)

ふるって
ご参加を

区民ス
キー
教室

■
第
一
次
ス
キ
ー
教
室

日
程
―
ー
月
十
九
日
(
金
)
~
二
主

日
(
月
)
(
車
中
一
泊
)

場
所
―
新
潟
県
小
出
ス
キ
ー
場

参
加
資
格
―
十
六
歳
以
上
の
一
般
区
民

(
区
内
在
勤
・
在
学
を
含
む
)

会
費
―
六
千
三
百
円
(
ス
キ
ー
傷
害
保

険
料
含
む
)

申
込
み
―
十
二
月
五
日
か
ら
受
付
け

(
定
員
百
二
十
五
名
に
な
り
し
だ
い
締

切
り
)
。
会
費
を
添
え
て
直
接
、
区
教

育
委
員
会
体
育
課
へ

※
借
ス
キ
ー
四
百
円
・
借
靴
二
百
円

■
第
二
次
ス
キ
ー
教
室

日
程
―
二
月
十
七
日
(
土
)
~
二
月
二

十
一
日
(
水
)
(
車
中
二
泊
)

場
所
―
長
野
県
黒
姫
高
原
ス
キ
ー
場

参
加
資
格
―
十
六
歳
以
上
の
一
般
区
民

(
区
内
在
勤
・
在
学
も
含
む
)

会
費
―
七
千
四
百
円
(
ス
キ
ー
障
害
保

険
科
含
む
)

申
込
み
―
十
二
月
五
日
か
ら
受
付
け

(
定
員
百
名
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
)

※
借
ス
キ
ー
ひ
h
肓
借

・
偉
靴
一
こ
爾
円
、

バッチテストあり
。

都
住
(
地
元
割
当
)

入
居者
募
集中

十
二
月
九
日
(
土
)
ま
で

申
込
坿
柾
は
、
区
役
所
区
民
部
一
理
諜
・
!
一
庁
魯
・
出
張
所
へ
　

くわしくは区役所区民部嘗

理鰥へ

年
賀
状
・
小
包
は

お早
め
に

例年の
とおり
、年末になると郵

便事務が混雑し
ますので
、年賀状

は二十二日
まで
、また小
包は十五

日まで
にお出しください
。

せっ
かくの年賀状や小
包を迷子

に
し
な
い
よ
う
あ
て
名
は
、
は
っ
き
り
正
確
に
!
ま
た
、
年
賀
状
を
出
す
と

き
は
、
都
内
(
二
十
三
区
)
・
地
方
・
足
立
区
の
三
つ
に
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ付せ
んをつ
けて
東ねて
お出し
く

ださい
◎
郵
便
受
箱
や
表
札
に
は
、
ご
家
族
全
　
員
の
ま
加
!

◎
郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き
り
と
!
　

な匐
、一
轂の
官製はがきや
、私

製の
はがきを年賀状として
使用す

るときは
、はがきの表面の見
やす

いところに『
年賀
』と赤色で表示

して
ください
。

部落問題の理

解
の
た
め
に
(
5

) 失対で働く仲闃が二コヨンと

言う名で
差別されていることに

対して
、職場で
憲法十四
条の
、

すべて
S民は法の下に平等で
あ

るという条文を説明し
、又
都落

の歴史につ
いて
話をする申で
、

差別は都落民だけの問胆で
なく

失対で働く仲間やその他各種の

労働者も簔別を受けて
いるのだ

から
、差別をなくする為にお互

いに団結しようと話したら
、仲

間の一
人
が「エックといっしょ

で
はどう
も話ができない
」と言

つた
。無論こ
の仲間には雋別は

作られたもので
あるという事を

三時間に亘って
説明し
、本人
自

身もあやまっ
た考えを詫
ぴだ
。

差別が足立区行政の中に現存し

て
いる証拠で
ある
。同和対策事

業特別
攅置法制定後四年目に
な

って
、いまだに解放会館すら礁

設の段
階にないことに対して
、

区の
行政担当者は特別揩一
法の

理念をもう一
度深め
、都落民の

要求を早急に実施するこ
とか憲

法を尊重練護する義務と傭任あ

る足立区行政担当者の重大な
W

務で
ある
。

(
都
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

(
(
四
一
三
七
(
五
) ス

ポ
ー
ツ
教
室

休
講
の
お
知
ら
せ

区
内
各会鳩で
行なわれて
いる

区民ス
ポーツ教室は
、年末年始の

ため
、次のとおり休講い
た
し
ま

す
。

▽
十
二
月
十
九
日
(
火
)
か
ら
四
十
(
　
年
一
月
(
日
(
月

)
ま
で

愛の献血にご協力を

十二月の移動探血車日一

▽
九
日
(
土
)
栗
島
小
学
校

▽
十
三
日
(
水
)
区
役
所
本
庁
舍

▽
十
(
日
(
月
)
第
十
九
出
張
所

▽
二
十
日
(
水
)
竹
の
塚
駅
東
口

▽
一
二
十
六
日
(
火
)
梅
島
第
一
小
学
校

▽
三
十
目
(
土
)
北
千
住
駅
西
口

諭一間は
、い
ずれも午前
十時から

午
後三時まで
。

第
2
2
回
区
民
駅
伝
大
会

に
参
加
を

開
催
日
時
―
昭
和
四
十
(
年
一
月
二
十
三
白
(
日
)
午
前
九
時
場
所
L
荒

川
河
川
敷
東
京
都
北
部
公
園
周
回
コ
ー
ス
　
チ
ー
ム
編
成
―
一
般
の
部

(
勤
労
社
会
人
)
・
学
生
の
部
―
一
チ
ー
ム
鯱

督
一
名
選
手
苙
名
補
欠
二
名
　
中
学
の
部
匚
一
校
ニ
ヂ
ー
ム
ま
で
、
一
チ
ー
ム

監
督
一
名
選
手
十
名
補
欠
二
名
距
離

一
一
般
・
学
生
の
都
-
一
人
五
♂
M
中
学
の
部
一
一
人
二
・
五
゛
駲
申
込

み
締
切
V
L
和
年
四
十
(
年
一
月
十
日
(
水
)
午
後
五
時
ま
で
必
一
申
込
み
方

法
-
チ
ー
ム
名
・
部
別
・
走
者
順
位
・
濡
手
氏
名
・
住
所
・
年
齢

・
電
話
番
号
夸
明
記
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
、
郵
送

で
申
込
む
参
加
資
格
I
区
内
在
住
・
在
勦
・
在
学
の
者
申
込
み
・
間
い
合

わ
せ
は
、
区
教
冐
委
輿
会
体
冐
饑
興
係
(
早
二
一
〇
足
立
区
千
住
仲
町
苙
八
)

へ
どうぞ
。

みんなで明るい
お
正
月
を
!

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
励

区
社会福祉協鑽会と区で
は
、み

んなで明るいお正月を迎えられる

よう
、区民歳末たすけあい連助を

行なっています
。みなさんから番

せられた善意は
、年内に生卮に困

ってい
る方がたにお届けし
ます
。

どうぞご協力ください
。

受
付
け
は
、
区
社
会
碼
祉
協
曦
会
　
(

足
立
福
祉
事
務
所
内
)
ま
た
は
、
区
役
所
福
祉
課
(
二
階
)
で
行
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
締
切
ぴ
は
十
二
月
九
日
　
(
土
)
で
す
。

法律相談日の変更

十
二
月
の
法
律
相
岐
日
は
。
第
四
木
曜
日
(
二
十
(
日
)
が
、
第
二
木
場
日
　
(

十
四
日
)
に
眤
更
に
な
り
ま
す
。

区民福祉センターだより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
　
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室
　
茶
道
教
室
≪
茶
席
の
作
法
≫
十
二
月
八
日
(
金
)
午
前
十
時
版
画
教
実
年
賀
状
}
十
二
月
九
日
(
土

)
午
後
一
時
三
十
分
彫
刻
刀
持
参
紙
の
手
芸
教
盲
{
エ
ン
ゼ
ル
の
モ
ビ
ー
ル
}

十
二
月
十
三
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
材
料
費
四
百
円
カ
ッ
タ
ー
・
鉄
雄
持
参
創
作
紙
人
形
十
二
月
十
四
日
(
木
)
午
後
一

時
材
科
費
五
百
円
は
さ
み
・
も
の
さ
し
持
`
一
手
芸
敬
重
{
木
目
込
人
形
}
十
二
月
十
五
日
(
金
)
材
科
費
五
百
円
~
千
円
は
さ

み
・
目
打
・
鉄
筆
持
参
絵
画
教
室
{
合
肝
会
}
十
二
月
十
六
日
(
土
)
生
花
敬
室
〈
古
隋
〉
十
二
月
十
九
日
(
火
)
材
科
費
二
百
円
は

さ
み
・
雑
巾
持
参
文
学
教
寵
{
日
本
古
典
文
学
の
系
鵬
一
本
居
重
長
}
十
二
月
二
十
一
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
一
〇
上
O
　
　
(
八
九
-
一
四
八
四

■
年
忘
れ
民
踊
大
会
　
十
二
月
十
日
(
日
)
午
前
十
一
時

■
老
人
慰
安
映
画
会
　
十
二
月
十
四
日
(
木
)
正
午
・
・
・
「
忠
臣
蔵
」

桜
花
の
巻
・
菊
花
の
巻
区
内
在
住
六
十
麟
以
上
の
方
無
料

■
映
画
会
　
十
二
月
十
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・
三
時
・
・
・
海
を

躓る友情ほか

■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
会
　
十
二
月
十
七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十

分
・
・
人
形
劇
「
力
を
合
わ
せ
て
シ
リ
ー
ズ
狼
退
治
の
巻
」

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

海
浜
】
一
丁
目
二
四
-
二
　
　
八
九
七
一
五
〇
一
六

■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
会
　
十
】
一
月
十
七
日
(
日
)
午
後
】
一
時

■
映
画
会
　
十
二
月
三
日
(
日
)
i
ひ
ろ
り
た
小
犬
ほ
か
十
陬

(
日
)
・
・
・
み
ん
な
ほ
ん
と
は
衣
だ
ち
だ
ほ
か
い
ず
れ
も
午
後
二
時

■
紙
工
作
<
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
>
ほ
か
　
十
二
月
五
日
(
火
)
午
後

二時□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
佳
元
町
二
四
一
一
　
　
八
八
-
T
こ
七
六
苙

■
老
人
映
画
会
　
十
二
月
十
四
日
(
木
)
午
前
十
時
三
十
分
・
・
・
忠
胝
蔵

■
老
人
将
棋
大
会
　
十
二
月
十
六
日
(
土
)
午
前
-
I
-
時
三
十
分
I

加資格は
、区内在住六十歳以上の方
、申込みは
、十三日ま

でセン
ター
事務室へ

■
踊
り
教
室
　
十
二
月
十
三
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

■
民
謡
教
室
　
十
二
月
十
四
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

(
二
居
室
と
も
対
象
は
、
六
十
歳
以
上
で
料
金
は
無
料
)

<
各
セ
ン
タ
ー
と
も
休
館
日
は
、
月
一
日
・
祝
祭
日
で
す
>

短期技能講習会の開催

都
・
区
と
部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
で
は
、
公
害
防
止
の
推
進
の
た
め

に
、地域の皮革関連産業関係者と

に民
を対象に
、次のとおり
講習会

を爽施します
。

科
目
―
公
害
と
そ
の
対
策
期
間
I
昭
和
四
十
(
年
一
月
(
日
か
ら
五
日
関

午
後
六
時
～
九
時
場
所
I
足
立
勤
労
福
祉
会
館
{
中
央
本
町
}
丁
目
一
七
!

一
)
受
付
期
間
―
十
二
月
五
日
(
火
)

~
十
一
日
(
月
)
　
定
員
―
五
十
名
(
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
)
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
―
都
立
足
立
高
毎
職

業
訓
練
校
台
東
分
校
(
台
東
区
橋
塙
一
丁
目
一
一
六
　
(
七
六
-
二
九
六
一
)

ま
た
は
、
都
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
足
立
支
部
(
　
(
四
九
-
二
(

五
)
・
区
役
所
公
害
課
へ
ど
う
ぞ
。

本訓
練修了者には
、三級公
害防

止管理者の賢格が与えられます
。

ただし
、ことしの四月一
日現在二

十歳未膺の方は受麻で
きません
。

■ 1 月 分 の テ ニ ス コ ー ト 抽 選 会 が12 月21 日( 木) 午 前8 時30 分 に 変 更 に な り ま し た ■ タバコは区内で買いましょう I・N200, 000


